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正
副
議
長
な
ど
決
ま
る

改
正
後
初
の
市
議
会
を
開
会

交
通
安
全
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

い
よ
い
よ
議
会
活
動
ス
タ
ー
ト

市
議
会
議
員
選
挙
後
は
じ
め
て
の
宇
治
市
議
会
五
月
臨
時
会
が
、
五
月
十
七
日
と
十
九
日
の
二
日
間
開
会
。
議

長
や
副
議
長
の
選
出
の
あ
と
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
特
別
委
員
会
の
設

置
な
ら
び
に
委
員
選
任
な
ど
を
行
い
、
市
議
会
の
新
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

会
期
一
日
目
の
十
七
日
は
、
最
年

長
の
山
中
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
っ

竹
林
嘆
峻
議
長

て
開
会
さ
れ
、
ま
ず
三
十
二
人
の
議

員
の
仮
議
席
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の

Ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
に
ｈ
ｈ
い
い
ｌ
ｉ
ｎ
ｌ
り
い
ｌ
ｐ
ｎ
μ
い
ｐ
ｐ
ｕ
ｕ
ｕ
い
い
0
し
ｏ
ｐ
り
ｐ
ｐ
ｐ
ｎ

川
口
祐
一
副
議
長

後
、
議
長
選
挙
か
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
第
十
五
代
議
長
に
竹
林
咲
峻

議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
つ
づ
い
て
、
竹
林
議
長
に
よ

っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
投
票
の
結

果
、
副
議
長
に
川
口
祐
一
議
員
を
選

出
。
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
北
村
庄
嗣
議
員
を
選
任
す
る
議
案

を
同
意
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
の
選
任
と
五
つ
の
特
別
委

員
会
の
設
置
な
ら
ぴ
に
委
員
の
選
任

を
行
い
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会

議
員
お
よ
び
用
山
城
伝
染
病
合
組
合

議
会
議
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
議
会
の
新
体
制
が
整
い
、
議
会
活

動
は
本
格
的
に
Ｋ
タ
ー
・
ト
を
切
り
ま

し
た
。
各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

常
任
委
員
会

属

野
口
Ｉ

美ｍ勇

の
議
員
は
、
総
務
常
任
委
員
会
の
委

員
八
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会

Ｏ
菅
野
多
美
子
Ｏ
佐
藤
京
子
〇
地
上
一
男

川
口
祐
一
川
口
信
博
北
村
庄
嗣

名
手
寛
史
竹
林
咲
峻
平
岡
久
夫

吉
田
明
山
中
登
咆
五
郎

ま
た
、
二
日
目
の
十
九
日
に
は
、
○
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
な
お
、
城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会
な
お
南
山
城
伝
染
病
舎
組
合
議
会

身
近
な
生
活
環
境
の
改
善
を

十
五
万
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議

が
決
ま
り
、
決
意
も
新
ら
た
に
前
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
選
挙
ご
と
に
「
道
路
を
つ

く
る
」
「
補
助
金
を
増
Ｑ
－
す
」
と
公

約
を
し
、
自
分
一
人
の
手
で
出
来
る

か
の
よ
う
に
演
説
さ
れ
た
り
、
ま
た

そ
れ
が
当
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら

し
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
ず
感
じ
た

の
は
、
道
路
が
せ
ま
い
こ
と
で
す
。

と
く
に
、
駅
周
辺
は
自
動
車
や
自
転

車
が
あ
ふ
れ
、
歩
一
に
者
は
歩
く
こ
と

さ
え
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
す
。
宇

治
市
独
特
の
課
題
が
山
積
み
し
て
い

る
で
し
ょ
う
が
、
生
活
環
境
問
題
は

身
近
な
問
題
で
す
の
で
よ
く
考
え
て

改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
手
の
と
ど
か

な
い
と
こ
ろ
で
勁
く
市
会
議
員
で
な

く
、
意
見
交
換
の
町
な
ど
を
設
け
、

市
民
と
と
も
に
考
え
、
歩
む
市
議
さ

ん
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
慢
で
き
る
住
み
よ
い
街
め
ざ
し
て
要
望
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
住
民
の
幸
せ
思
う

市
議
で
よ
し
‘

帚
議
さ
ん
に

頼
み
ま
す
よ
と
幸
あ
ず
け
″

れ
て
い
る
の
に
’
＼
ｍ
い
っ
て
と
ま

ど
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
じ
み
ち
に
公
約
実
現
へ

努
力
さ
れ
る
議
員
さ
ん
が
多
い
と
信

じ
、
暮
ら
し
を
少
し
で
も
よ
く
す
る

た
め
私
た
ら
が
生
み
出
し
た
議
員
さ

ん
に
期
待
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
京
都
か
ら
宇
治
市
に
転
宅

道
路
の
改
良
を

札
の
辻
一
丁
目
の
「
パ
ス
公
客
」

に
つ
き
ま
し
て
、
す
で
に
地
元
の
二

人
の
市
議
と
一
人
の
府
議
に
く
わ
し

く
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
市

会
議
員
の
み
な
さ
ん
も
火
切
を
お
聞

き
の
う
え
一
日
も
早
く
外
回
状
線
へ

ま
た
、
市
返
札
の
辻
山
科
川
線
で

滋
路
面
が
か
め
の
甲
状
に
ひ
ぴ
割
れ

し
て
お
り
、
今
に
大
き
な
穴
と
な
っ

て
軍
の
通
行
時
に
振
動
を
お
こ
し
屋

根
瓦
の
ず
れ
を
生
じ
た
り
、
安
眠
も

で
き
な
く
な
る
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
ひ
ぴ
割
れ

を
早
急
に
完
全
補
修
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

沿
線
の
町
並
交
差
点
の
中
古
車
販
売
さ
ら
に
、
地
域
で
の
話
合
い
を
定

店
前
の
西
側
横
町
歩
道
の
信
号
待
ち
期
的
に
設
け
る
こ
と
も
、
妥
里
を
染

哨
所
が
、
非
常
に
せ
ま
く
雨
天
の
と

き
な
ど
か
さ
を
さ
し
て
立
っ
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
向
い
側
の
出

光
石
油
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
と

こ
ろ
は
電
柱
の
た
め
、
左
折
や
Ｗ
£

の
車
の
見
通
し
が
悪
く
大
変
危
険
を

感
じ
て
い
ま
す
の
で
お
考
え
く
だ
さ

い
。

市
民
本
位
の
市
議
会
に

ま
ず
第
一
に
、
公
約
央
現
に
努
力

廊
い
ま
す
。
選
挙
巾
有
拙
者
に
訴
え

た
演
説
な
ど
は
市
民
へ
の
約
束
で
あ

り
、
当
選
岑
期
す
た
め
に
び
つ
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
代
表
と

し
て
公
約
実
現
に
努
め
る
の
が
ａ
大

の
責
務
で
す
か
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

第
二
に
、
市
民
の
嬰
望
を
率
直
に

圓
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
教
育
や
交
通
、
災
害
な
ど
市
民
生

活
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
’
ｍ

や
適
3
か
つ
円
刑
に
受
け
止
め
て
処

約
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
市
民
を
代
表
す
る
市
民

本
位
の
議
会
で
あ
る
べ
き
で
す
。
だ

か
ら
、
審
議
に
あ
た
っ
て
政
党
の
党

略
や
誘
惑
、
不
当
な
妥
協
な
ど
が
あ

っ
て
は
議
会
の
権
威
に
か
か
わ
り
ま

す
。
つ
ね
に
宇
治
市
ｍ
の
た
め
に

総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、
市
民
生

活
安
定
の
立
場
か
ら
誠
実
で
公
平
な

マ
ナ
ー
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
会
と
異
な
り
地
方
自
治

体
の
議
会
は
、
何
者
に
も
支
配
さ
れ

な
い
信
念
に
も
と
づ
く
議
員
の
集
合

体
で
、
紳
士
的
な
識
兇
に
よ
っ
て
成

立
す
る
も
の
で
す
。

第
四
に
、
折
居
川
有
林
開
発
問
題

は
、
本
市
に
と
っ
て
当
面
の
大
き
な

問
．
ａ
。
本
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
か

否
か
、
町
ｍ
に
検
討
を
廊
い
ま
す
。

と
と
も
に
、
木
市
公
共
函
設
の
併
設

や
防
災
、
関
迎
道
路
網
の
整
備
な
ど

市
民
は
注
目
し
て
い
ま
ず
。

特
別
委
貝
会

市
民
説
明
会

市
で
は
、
山
城
総
合
運
動
公
園
の

第
二
回
目
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
説
明
会
は
、
さ
る
五
月

九
日
の
市
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

防
災
・
交
通
対
策
な
ど
の
く
わ
し
い

資
料
を
準
備
し
、
京
都
府
か
ら
の
出

席
を
得
て
行
う
も
の
で
す
。
な
お
、

会
局
へ
は
市
役
所
か
ら
バ
ス
を
午
後

七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
運
行
さ
せ

ま
す
。

▽
日
時
上
〈
月
四
日
午
後
七
時
半
～

▽
局
所
・
・
・
市
民
会
卵
大
会
議
室

三の間

め
て
作
り
あ
げ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
始
め
た
▼
先
日
、
市
民
会

館
と
宇
治
神
社
で
市
民
文
化
祭
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
作
品
が
展

示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
心

魂
を
尽
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
す
ぱ
ら

し
い
作
品
で
あ
り
、
出
展
さ
れ
た
多

く
の
方
々
に
満
腔
（
ま
ん
こ
う
）
の

敬
意
を
捧
げ
た
い
。
な
か
で
も
村
栄

さ
ん
の
指
導
に
よ
る
「
手
づ
く
り
の

オ
モ
チ
ャ
」
が
、
教
可
唇
嵐
さ
れ

て
い
た
の
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
原
始

的
な
富
士
山
と
恐
竜
の
住
む
風
景
が

一
転
し
て
、
富
士
山
穂
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
が
林
立
す
る
と
い
う
世

相
を
鄭
輸
（
や
ゆ
）
し
た
作
品
・
大

き
な
箱
の
中
か
ら
次
々
と
小
さ
い
箱

が
出
て
く
る
ふ
し
ぎ
な
箱
筒
を
上
、

下
に
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
、
中
か
ら

棒
が
と
び
出
す
お
も
し
ろ
い
筒
な
ど

よ
く
も
こ
れ
だ
け
創
意
工
夫
し
た
も

の
と
つ
く
づ
く
感
心
し
た
の
で
あ
っ

た
▼
自
分
の
力
で
一
つ
の
も
の
を
？

く
り
出
す
に
は
他
人
の
想
像
で
き
な
一

い
大
き
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
努
力
の
尊
さ
を
知
る
と
き
初
め
て
’

も
の
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ
。
万
’

物
す
べ
て
い
の
ち
が
あ
り
、
心
が
あ
Ｉ

る
。
そ
れ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
〈
コ

の
は
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
・

か
▼
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
た
一

母
の
こ
と
ば
が
、
今
白
私
の
心
の
う

回
心
≒
い
至
。
ぶ
忘
パ

χ
Ｘ
7
馬
ぼ
ふ
丸
。
「

各種園芸用品・造園材料卸と小売
松，さつき等各種盆栽をはじめ牡丹，シャクヤク，

観葉植物などなんでも揃う店です。

国道24号線小倉の信号

から東へ約400ｍ

宇治半白125

ＴＥＬ22－8377

日本造園連合会々員
4

＾め汐゛之
造園・植木のことなら

何でもご相談下さい

（造ｉｌローンも有ります）

731

市会議員に

望む

市民の声

な
く
そ
う
迷
惑
駐
車



1979年（昭和54年）6月1日発行（2）りよ宇治市政すご第487号

り
Ｉ
Ｉ
あ
．
Ｉ
．
・
・
。
／
ち
。
・
χ
♂
・
・
ノ
・
χ
’
Ｉ
。
・
・
’
Ｊ
Ｑ
・
’
″
ｒ
ｙ
。
・
・
・
Ｊ
・
ｔ
．
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｚ
Ｉ
・
・
。
．
Ｉ
Ｉ
．
・

＼
・
％
ｔ
＊
ｉ
＾
ｌ
ｎ
＃
’
≪
1
5
4
≫
？
。
6
．
Ａ
ｌ
”
－
Ｉ
1
＾
＊
＊
≪
ｎ
ｊ
．
－
≫

（その66）

宇
治
市
史

の
窓

公民館
ギャラリー

か
確
定
は
し
に
く
い
が
、
宇
治
橋
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
巨
椋
池
一
帯
を

も
一
望
で
き
る
平
等
院
南
西
か
ら
栗

隈
山
に
か
け
て
の
段
丘
回
の
ど
こ
か

と
考
え
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
現

在
の
善
法
寺
や
薗
林
寺
な
ど
の
寺
院

が
あ
る
辺
り
は
、
急
崖
を
も
っ
た
鋭

い
切
り
込
み
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て

お
り
、
た
ん
に
自
然
浸
蝕
だ
け
と
は

言
え
な
い
地
形
を
み
せ
て
い
る
。
こ

ぎ
る
場
所
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
槙
島
城

宇
治
の
城
館

以
外
に
、
史
料
の
上
で
旅
館
の
遺
構

が
確
認
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

宇
治
橋
の
近
辺
に
戦
闘
に
の
ぞ
む
に

あ
だ
っ
て
の
防
御
施
設
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た
と

え
ば
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
成
っ
た

貝
原
益
軒
の
『
京
城
勝
覧
』
挿
図
に

は
、
宇
治
里
の
背
後
の
山
に
「
古
城

跡
」
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
粗
い

図
で
あ
り
、
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の

の
付
近
に
城
館
が
あ
っ
た
と
い
う
伝

承
は
な
い
も
の
の
、
宇
治
摸
の
攻
防

に
際
す
る
何
ら
か
の
一
時
的
な
戦
闘

施
設
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
対
岸
の
興
聖
寺
背
後

に
あ
る
朝
日
山
（
比
旦
二
〇
メ
ー

ト
ル
）
に
は
、
近
世
の
初
頭
、
淀
藩

永
＃
民
の
城
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。
善
法
付
近
と
同
じ
く
、
宇
治
橋

作
品
発
表
の
場
に

公
民
館
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
自
由
な
学
習
・
文
化
創
導
錫
の

禁
苫
市
民
の
交
流
の
場
に
と
、
公

民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
公
民
館
（
市
民

会
館
）
の
一
階
ロ
ビ
ー
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

三
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
油

絵
や
版
画
、
拓
本
な
ど
が
次
々
と
展

示
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
る
方
も
多
く
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
ｍ
職
場
な
ど
で
日
頃
活
動
さ

れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
の

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
誕
生
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

回
宗
期
間
は
Ｉ
グ
ル
ー
プ
二
週
間

以
内
で
、
開
設
時
間
は
お
よ
そ
午
前

九
時
か
ら
午
後
七
時
頃
ま
で
で
す
。

な
お
、
使
用
は
無
料
で
す
。

申
込
み
は
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治

里
尻
七
一
一
九
、
電
話
○
二
八
〇
四

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

・
6
月
1
日
～
1
4
日

短
歌
サ
ー
ク
ル

日
頃
の
生
活
の
中
で
心
に
浮
か

ん
だ
情
況
を
こ
と
ぱ
に
し
た
短
歌

を
賃
。

こ
の
短
歌
サ
ー
ク
ル
は
、
一
昨
年

に
催
さ
れ
た
公
民
館
の
短
歌
教
室
か

ら
誕
生
し
た
も
の
で
、
奈
良
大
学
教

授
の
田
中
順
二
さ
ん
が
摺
導
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

・
6
丹
1
6
日
～
3
0
日

日
本
画
サ
ー
ク
ル

「
草
花
・
静
物
な
ど
の
日
本
画
」

日
本
画
サ
ー
ク
ル
は
、
昨
年
五
月

に
公
民
館
が
開
い
た
「
市
民
ア
ト
ジ

エ
教
室
」
か
ら
誕
生
。
月
二
回
の
例

会
で
は
、
無
所
昼
自
家
の
紅
山
幸
水

さ
ん
の
指
導
の
も
と
に
季
節
の
風
物

な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

市
民
の
み
な
さ
ん
ね
公
民
館
ギ
ャ
ラ

な
ら
ぴ
に
巨
椋
池
を
望
む
絶
好
の
位

置
に
あ
り
、
か
つ
て
こ
の
地
に
中
世

城
館
が
築
か
れ
て
い
た
と
い
う
確
証

は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
ｍ
嬰
な
戦

略
地
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
中
世
に
お
け
る
宇
治
の
城

館
と
し
て
名
高
い
の
が
、
室
町
幕
府

政
治
と
も
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
た

槙
島
氏
の
拠
る
8
島
城
で
あ
る
。
五

ヶ
庄
を
家
領
と
し
て
い
た
近
衛
家
の

当
主
政
家
の
月
記
『
後
法
興
院
記
』

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
九
月
二
十

八
日
条
に
よ
れ
ば
、
赤
沢
宗
益
に
よ

る
宇
治
放
火
に
と
も
な
っ
て
、
「
真

木
島
館
」
も
攻
略
さ
れ
た
こ
と
が
み

え
、
以
降
、
こ
こ
は
細
川
政
元
の
属

城
と
な
っ
た
。
文
魯
万
年
（
一
五
〇

一
）
六
月
に
は
、
「
館
」
を
廃
し
て

新
造
さ
れ
た
「
真
木
嶋
城
」
で
、
政

■
＊
’
Ｗ
＾
’
＾
Ｗ
’
Ｓ
．
ｒ
ｆ
＾
”
ｖ
＾
”
≫
。
。
＊
”
Ｖ
－
≪
≫
’
≫
ｗ
≪
≫
＾

ｔ
：
＼
Ｉ
ベ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

■
木
幡
絡
人
学
習
会

＝6月中に申請を＝

元
の
招
請
に
よ
る
金
春
大
夫
の
猿
楽

が
演
能
さ
れ
て
い
る
。

槙
島
城
が
、
最
も
世
の
関
心
を
ひ

く
の
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

織
田
信
長
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た

将
軍
足
利
義
昭
が
こ
の
城
に
た
て
こ

も
っ
た
時
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

杭
島
城
は
、
現
在
そ
の
遺
跡
を
明
瞭

に
残
し
て
い
な
い
。
次
回
で
は
槙
島

城
を
め
ぐ
る
歴
史
と
そ
の
所
在
地
な

で
す
。
託
児
室
も
設
け
ま
す
の
で
、

子
ど
も
づ
れ
の
お
母
さ
ん
も
こ
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
る
人
は
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

問
合
わ
せ
は
宇
治
市
公
民
館
（
電
話

○
二
八
〇
四
番
）
へ
。

な
お
、
第
三
、
四
謂
の
ご
案
内
は

七
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
し
ま

す
。

ど
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

－
○
卜
○
－

『
宇
治
市
史
』
第
五
巻
は
、
編
集

上
の
都
合
に
よ
り
発
刊
が
、
遅
れ
て

い
ま
す
。

・
ｔ
り
り
り
り
り
ｈ
ｈ
．
り
Ｑ
ｈ
ｑ
Ｑ
り
り
り
Ｑ
り
り
Ｑ
4
Ｑ
り
り
1
9
ｂ
り
し
り
ｈ
り
り
ｈ
Ｑ
｀
｀
ｌ
ｌ
ｌ
｀
］
｀
ｎ
ｌ
″
″
｀
″
い
’
″
｀
ｈ
‥
｀
｀
｀
｀
｀
ｈ
ｈ
ｈ
｀
－
―
・

1
淀
城
2
西
一
口
城
3
槙
嶋
城
4
寺
田
城
5
内
山

城
6
水
主
城
7
外
野
城
8
中
城
9
市
辺
城

1 0
多

賀
城

1 1
山
口
城

1 2
岩
本
城

1 3
田
辺
城

1 4
草
内
城

1 5
井
出
城

1 6
天
王
畑
城

1 7
稲
屋
妻
城

1 8
内
山
田
山
城

1 9
今
城

2
0
鳶
城

2 1
椿
井
城

2 2
高
之
林
城

2 3
狛
城

2 4
木
津
城

2 5
森
田
城

2 6
米
山
城

2 7
仙
田
城

を
少
し
で
も
読
ん
で
み
よ
う
と
す
る

人
や
、
歴
史
を
さ
ら
に
深
ぐ
学
ぶ
た

め
古
文
書
と
取
り
組
も
ラ
と
厚
？
〈

を
対
象
に
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
文

書
入
門
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
7
月
3
日
か
ら
3
1
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
の
5
回
。
午

後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
民
館
（
市
民
会
館
）

▽
対
象
・
・
・
高
校
生
以
上
の
市
民
か

市
内
に
勤
ｓ
す
る
人

▽
講
師
・
・
・
宇
治
市
史
編
さ
ん
室
の

若
原
英
式
さ
ん

受
講
希
里
の
人
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
習
会
名
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
六
月

二
十
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
＝
宇

治
里
尻
7
1
‐
9
ま
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
受
講
は
無
料
で
す
が
、

教
材
賢
が
必
要
。
定
員
は
三
十
人
で

締
切
り
ま
す
。
（
公
民
館
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
に

高
等
学
校

奨
学
金

京
都
府
で
は
五
十
四
年
度
市
民
税

非
課
税
雷
四
の
子
弟
で
、
高
等
学
校

高
等
専
門
学
校
お
よ
ぴ
盲
学
校
、
聾

学
校
の
高
等
部
に
在
学
中
の
人
を
対

象
に
奨
学
金
や
入
学
支
度
金
を
支
給

所在が判明する南山城の城館

し
ま
す
。
申
請
は
九
日
ま
で
に
在
学

証
明
書
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
福

祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
奨
学
金
＝
国
公
立
八
千
円
。
国
公

立
高
等
専
門
学
校
一
万
円
。
私
立

全
日
制
二
万
一
♀
円
。
私
立
定
時

制
一
万
九
千
円
。
通
信
制
七
千

円
。
（
月
額
）

▽
入
学
支
度
金
ｎ
国
公
立
五
万
五
千

円
。
私
立
全
日
制
十
六
万
円
。
私

立
定
時
制
十
二
万
円
。
通
信
制
四

万
円
。

■
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

■
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
を
募
集
し
ま
す

－●●｀●●

こ
の
募
集
は
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
昨
年
は
、
町
内
会
長
さ
ん
や

自
治
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
一

万
五
千
人
を
越
え
る
入
会
を
得
ま
し

た
。
こ
と
し
も
、
町
内
会
や
自
治
会

の
役
員
さ
ん
を
通
し
て
募
集
し
ま
す

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
に
目
を
向
け
、
各
種
資
令
一
の
賃
付

や
相
談
事
菜
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ぢ
を
め
ｈ
ｊ
し
て

い
っ
そ
う
取
組
み
を
強
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

槙
島
町
の

連
絡
所
が
変
更

（
市
民
課
）

お年寄りやからだの不自由な方のために

こんなときに
便利です

商品の
名前

料金
使用料

（月額） 工事費
ボタンひとつで累急遺篇

シルバーホン
あんしん 3．500円2．000円

相手の声が大きく聞える シルパーホン
めいりよう 1，700円2．000円

電話のベルを光で知らせるフラＶ＊Ｊ1ペル
200円2．500円

低い音なら聞える方に シルパーペル ｕ円 2．500円

電話をじょうずに使いましょう

＊ダイヤルは記憶にたよらず、メモを見ながら正確に

（間違い電話は相手に迷惑、料金の無駄）

＊ダイヤルは途中で休まず最後まで

（ダイヤルを途中で休むと話し中になります）

＊先方がお話し中の時は3分程待ってからもう一度

宇治電報電話局

732

■
近
世
文
書
入
門
教
室

市
で
は
、
毎
年
九
月
の
敬
老
会
の
会
場
で
三

千
円
の
敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
印
か
ん
を
持
っ
て
六

月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
の
福
祉
事
務
所
福
祉

課
へ
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
満
七
十
歳
以
上
の
人
（
明
治
4
2
年
9
月
1
6
日

以
前
に
生
れ
た
人
）

・
今
年
の
一
月
一
日
以
後
、
引
続
き
宇
治
市
に

住
ん
で
い
る
人
（
外
国
人
登
録
を
含
む
。
）

な
お
、
今
ま
で
に
こ
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た

人
や
一
度
申
請
さ
れ
た
人
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
福
祉
課
）

宇治市敬老年金
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宇
治
夏
の
観
光
行
事

う
飼
は
6
月
9
日
か
ら

六
月
五
日
の
弓
｀
つ
り
を
皮
き
り

に
、
宇
治
の
夏
の
観
光
行
事
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

と
く
に
、
宇
治
川
に
暮
色
の
か
か

る
こ
ろ
、
一
鯉
ま
た
一
鯉
、
か
が
り

に
灯
が
と
も
さ
れ
、
瓜
折
烏
帽
子
に

腰
み
の
黒
装
束
の
う
匠
と
う
が
く
り

広
げ
る
絵
巷
は
圧
巻
。
ご
家
族
で
宇

洽
の
夏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
う
飼
・
・
・
期
間
は
6
月
9
日
～
8
月

3
1
日
、
時
間
は
午
後
7
時
か
ら
。

料
金
は
更
・
い
が
一
人
千
円
、
賃

切
り
が
Ｉ
人
当
り
千
三
百
円
。
申

込
み
は
、
宇
治
川
観
忿
怒
船
（
Ｏ

二
三
二
八
番
）
ま
た
は
観
光
■
£
内

所
（
＠
二
八
〇
八
番
）
へ
。

○
ホ
タ
ル
舟
観
賞
の
夕
べ

6
月
9
日
（
土
）
・
6
月
1
0
日
（

日
）
の
夜
。
塔
の
島
上
流
に
イ
カ

ダ
を
浮
か
べ
、
源
氏
ボ
タ
ル
五
千

匹
を
放
Ｑ
べ
す
。
な
お
、
ホ
タ
ル

は
保
護
を
目
的
に
放
ち
‘
｀
す
の
で

と
れ
ま
せ
ん
。

Ｏ
宇
治
川
納
ほ
花
火
大
会

8
月
1
0
日
、
唱

の
島
一
帯
で
。

た
そ
が
れ
コ
ン

サ
ー
ト
や
ア
ト

ラ
ク
ジ
ョ
ン
の

あ
と
、
打
ち
上

げ
花
火
に
仕
掛

け
花
火
な
ど
、

色
と
り
ど
り
の

花
火
が
あ
り
ま

す
。

゛ニ‥Ｊ7：ニ；゛゜：゜゛゛゛：ニ｀゛｀’Ｅ

う匠の手さばきもあざ：ｊ

やかに一夏の夜のぺ

ージェントう飼ショウ▼

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

・
6
月
7
日
（
木
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
宇
治
中
学
校
で
。

ほ
＝
＝
Ξ
Ξ
Ξ
＝
＝
＝
＝
一
Ξ
Ξ
Ξ
＝
ヨ
ー
Ξ
＝
＝
＝
＝
Ξ
＝
Ξ
Ξ
＝

ｍ
木
谷
麻
衣
良
ち
ゃ
ん

ｍ
＝
木
幡
南
山
七
二
Ｉ
十

ｍ
～
流
扇
総
習
ｙ
゛
゛健康の

コーナー
この欄に掲載するお子さん（53年6月生

まれ）を募集しています。市役所文書広

報課にご連絡ください。多数の場合は抽

還します。（保健衛生課）

30～
14．3

・13．

・
6
月
9
日
（
土
）
午
後
7
時
半
～

9
時
半
。
7
治
小
学
校
で
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を

持
っ
て
直
接
会
賜
へ
。
無
料
で
す
。

こ

’
3
0
1

レ
9

14．

母
子
手
帳
は
必
ず
お
持
ら
く
だ
さ
い
。

5’1年2月生
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ケルト

Ｓ＾ｇｌ3階52年11月生
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■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

・
6
月
4
日
～
7
月
9
日
の
毎
週
月

曜
日
。
西
小
倉
中
で
、
午
後
7
時

半
～
9
時
半
。
対
象
は
中
学
生
以

上
3
0
名
。

申
込
み
は
、
登
録
料
五
百
円
を
添

え
て
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま

で
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
。

13．15～
13．3

－

～3歳児ｌ

●■Ｉ

妊婦1

自動車文庫（6月分）

● 一 一

－・－一一－－・－－・－－－－－－－－一一6日小倉10．00～10．50ゴヒ小倉小学校，

（水）緑ヶ原14．00～14．50緑ヶ原児童公園

の
土
・
日
曜
日
お
よ
ぴ
平
日
。

・
土
曜
日
・
・
・
午
後
2
時
～
4
時

・
日
曜
日
・
・
・
午
前
1
0
時
～
正
午

・
平
日
・
：
＠
午
前
1
0
時
～
正
午

⑤
午
後
1
時
ｙ
3
時
、
○
午

後
6
時
～
8
時

▽
道
場
・
・
・
東
宇
治
＝
関
西
補
給
処

弓
道
賜
、
西
宇
治
Ｈ
笹
平
道
場

▽
参
加
資
格
・
：
高
校
生
以
上
で
、
市

内
に
在
住
ま
た
は
勁
務
し
て
い

る
人
。
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
弓
道
協
会
に
加
入
を
希

望
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

▽
参
加
料
・
・
・
社
会
人
‐
千
円
、
学
生

ｉｌＯ．ＯＯ～12．
14．15～16．

血液か不足していま

す。

みなさんのご協力を

お願いします。

城南高等学校

－－一一一一

西宇治高等学校

6．11

15献血デー
㎜ ㎜ ㎜ ・

東宇治高等学校

・－－一匹

19

20

1歳6ヵ月健診の通知の届かない人は市役所保健衛生課までご連絡・3ヵ月健診，

ください。
・3歳児健診は，54年次から対象を満3歳3ヵ月児に変更しますので．Ａ月から

7月までは実施しません。

●・低体重児健診の通知の届かない人は保健所までご連絡ください。

■■－－㎜ｌ＝・－・－㎜－・ｒ－－●大久保10．00～10．50

西大久保11．10～11．50

平盛14．00～14．50

閲箆ｕａこ胆口四雛圖

遊田14．00～14．50遊田三角公園
－－－・一一一一－－一一一一10．00～10．50開公民館前

11．10～12．00，一丁目横広場

14．00～14．50伊勢田神
ｍ誇筋）

町
開
陵南

垢1
ぐ

＝
七
百
円

ご
希
望
の
人
は
、
は
が
き
に
、
経

験
の
有
無
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
希
望
講
習
の
曜
日

と
時
間
帯
を
記
入
し
、
宇
治
弓
逍
協

会
会
長
‐
多
田
益
也
さ
ん
（
伊
勢
田

町
砂
田
一
Ｊ
‥
一
の
3
、
⑩
○
九
五
四
番
）

へ
六
月
八
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
宇
治
市
体
育

勢伊

19日野

（火）大

20日広野10．00～10．50大久保小学校

（水）神明14．00～14．50神明公民館横

－¶〃－－・¶φ〃Ｊ－■¶・－¶－－・－¬ｗ■－－㎜皿・¶■・Ｉ㎜■Ｉ㎡Ｉ〃－Ｊ皿－■－㎜－ａ■・一皿■皿ａ㎜一

22日南山10．00～10，50

（金）広岡谷11．10～11．40岡屋14．00～14．40

協
会
事
務
局
（
黄
県
公
園
内
）
で
も

受
付
け
て
い
ま
す
。（

社
会
教
育
課
）

■
幼
稚
圓
児
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
　

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
児
の
保
護

者
に
対
し
て
は
補
助
金
の
交
付
を
、

ま
た
、
公
立
幼
稚
園
児
に
対
し
て
は

日
本
脳
炎
予
防
接
種

こ
と
し
も
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
・
学
校
等
で
受
け
て
い
な
い
子
ど
も

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、
中
学
三
年
生
ま
で
で
、
基

■
受
け
る
対
象
礎
免
疫
ｍ
？
。
了
し
て
い
な
い
人
も
対

▽
基
礎
免
Ｒ
象
に
な
り
ま
す
。

・
Ξ
歳
児
（
一
～
二
週
間
間
隔
で
二
ｓ
受
け
ら
れ
な
い
人

回
接
種
）
▽
熱
が
あ
る
人
▽
病
気
に
か
か
っ
て

・
四
歳
児
（
昨
年
二
回
受
け
て
い
る
い
る
人
▽
け
い
れ
ん
性
体
質
や
一
年

子
ど
も
で
、
一
回
の
み
接
種
）
以
内
に
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
人
▽

▽
追
加
免
ａ
衰
弱
の
激
し
い
人
▽
ポ
リ
オ
服
用
、

・
七
歳
ヰ
五
歳
未
満
で
、
基
礎
免
Ｂ
ｃ
Ｇ
接
種
、
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
接

席
于
後
三
年
を
経
過
し
て
い
る
種
か
ら
一
月
以
上
た
っ
て
い
な
い
人

子
ど
も
。
一
回
接
種
。
一
日
程
は
表
の
と
お
り
で
、
時
間
は

日本脳炎予防接種日程

Ｊ・■Ｊ皿¶－・－ａ－’ｙ’－

会場 1回目

－■ 7 7 － － － ｌ

2 回 目

府営西大久保団地
第3集会所－－－ｙ－－￥－・’ａ皿皿●ふ北木幡集会所

旦椋”公会二堂二

｀‾酋蛍公民館

6．11

6．12

6．18

●－■－619

－－6．20－＝＝ｊ㎜－

6．21

6．13－ａ・・皿

614

輦ヶ丘公民・ｆｉｇ 6．15－一一－6．186．22

柏明公民館 6．‥2？6．26

東目川公民館 6．19

吏宇治幼稚園 6．20 6．27・－－－

6．28太幡公民厠 6．21・ｉ・㎜6．22

小介公民館 6．29

開公民館－ａ－－ａ－－㎜－・¶●〃Ｊ■－－－‾伊勢田公民館6．25 7，2
7．：ｉ6．26

ｌｉ野公民館 6．27 7．4

西小倉集会所 628 7．5
市民会館 6．29

労働セツルメント 7．6

・・宇治市公民館（市民会館）2階。

年始。

・開室時間…午前9時～午後5時
・休室日…毎週月曜日，毎月末日，祝日．年末，

（なお．6月5日は県まつりのため休室）

保
育
料
等
の
Ｍ
額
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
が
ら
い
ず
れ
の
手
続
き
も
、
昭

和
五
十
四
年
度
市
・
府
民
税
納
税
通

知
書
が
必
要
で
す
。

こ
の
通
知
書
は
、
六
月
末
に
各
幼

稚
園
で
配
布
し
ま
す
調
書
に
付
け
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

（
秘
書
課
・
学
校
教
育
課
）

い
ず
れ
も
午
後
2
時
ｗ
ｎ
時
半
で
す
。
た
だ
し
、
東
目
川
公
民
館
は
午
後
2
時
－
－
ｃ
ｏ
時
で
す
。

■
お
ね
が
い

・
体
温
を
測
り
、
筆
記
用
具
と
母
子
手
帳
を
持
参
り
つ
え
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ヌ
・
ネ
コ
の
引
取
り

不
用
な
犬
・
ネ
コ
は
毎
週
月
曜
日

の
午
前
中
に
宇
治
保
健
所
へ
。

一
犬
の
巡
回
引
取
り

▽
と
き
・
：
6
月
1
2
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ

菟
這
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
4
0
分

黄
聚
自
衛
隊
＝
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
＝
1
1
時

小
倉
公
民
館
＝
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
＝
1
1
時
2
0
分

且
椋
公
会
堂
＝
1
1
時
3
0
分

○
犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
、
つ
な
い

で
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
す
て
犬
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

〇
春
秋
二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
放
し
飼
い
の
犬
は
薬
殺
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

本科コース生徒募集中受付毎陥ｎ時～ｐ時

但日曜日は午后2まで
ｏお宅の近くまでスクールバスで送迎します。

夏休み特別クラス生徒募集
1：）大久保、神明、宇治、小倉、伊勢田各（

寺田、富野、淀、八幡、男山、くずは各

Ｏ入会金￥5，000

●ノ

●ノ

●ノ

＼4，300

￥6，000・ｎｎ（回）｛：広二

Ｏ光化学スモッグでも練習できる本格的室内温水プール

○優秀コーチによる1グループ約10名の小グループ能力別指導ですので、上達は抜群です。

Ｏ近鉄大久保駅・京阪くずは駅（八幡経由）よりスクールバス（無料）で送迎します。

03才以上はだれでも入会できます。

京都府久世郡久御山町下津屋41

ＴＥＬ0774－43－8100まで

7／21～8／31（5期）●時間（クラス）9：30～Ｉｔ：00，10：30～12：00，Ｉｔ：30～13：00？

／

●ノ

5，000円（ＭＳ，≪ｔ≪ｍ）゜対象者小学生．中学生・高校生

ｌヶラスＩＯＯ名（先着順）同志社大学水泳部ｏＢ会主催

トお申し込みはＤＳＳスイミングスクール

間
用
員

期
費
定

●
●
●

733

1
－
－
－
Ｉ
Ｉ

■
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

宇
治
硬
式
庭
球
協
会
で
は
、
硬
式

テ
’
一
ス
教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
6
月
2
4
日
～
7
月
1
5
日

の
日
曜
日

・
午
前
の
部
・
・
・
午
前
9
時
～
正
午

・
午
後
の
部
・
・
・
午
後
1
時
～
4
時

▽
と
こ
ろ
…
近
畿
ｉ

都
工
場
テ
ー
ヌ
コ
ー
ト

ご
希
望
の
人
は
、
広
瀬
一
博
さ
ん

（
小
倉
町
老
ノ
木
2
0
の
6
、
⑩
三
八

七
三
番
）
へ
、
六
月
十
七
日
ま
で
に

お
加
料
二
千
円
を
添
え
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
午
前
の
部
、

午
後
の
部
い
ず
れ
も
先
着
五
十
人
で

締
切
り
ま
す
。

■
現
代
弓
道
教
室

宇
治
弓
這
協
会
で
は
、
現
代
弓
逗

教
室
を
開
き
ま
す
。

▽
期
間
＝
・
6
月
1
0
日
～
7
月
1
日

自－・〃・㎜一一ｂ

．ＳＯ、

児
編
編
編
編
歳

・
1
前
原
前
後

ｒ－－－・－－ミー・・ミー－ミ＝ご：凡作；

1？ｌ労働セツルメント

．1

・希望者

－〃－＝・－－・■7・・■■・¶－・－－㎜ａｊ・－・電話での相談も受付けます

乳幼児の相談は除きます

㎜－ｒ・㎜”－〃－－－■－¶

2027

ｉ6．8’

労働セツルメント

川東公民館－一一一一一・一開公民館

22

．．＿15．6．15

－－－■22

神明公民館

市役所保健衛生課

四か・■－Ｉａ■・

そよかぜ号巡回日程
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1
金
‐
－
2
土
‐
‐
―
Ｃ
Ｏ
卜
旧

4
月

5

火

6

水

7

木

8

金

9
±

2
ｅ
ｎ

－
1
1
月

－
1
2
火

－
1
3
水

－
1
4
木

15

金

16

土
日

18

月

1
9
火

－
2
0
水

－2
1
木

－
2
2
金

－
2
3
土日

25

月

6
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

人
権
相
談
（
市
民
会
館
1
0
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

移
動
市
民
相
談
（
砂
田
集
会
所
1
0
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

城゛南衛生管理組合市役所清掃課

くみもれの場合は

ご連絡を

6／120鸞集諾Ｓ塞霧ｒ，中の荒，新中の荒，新成田，蔭田）

安田町（全域）伊勢田町（伊勢田口以南の国道筋，伊勢田口からウト

ロまで）広野町国道筋）

大久保町2平＆旦椋，田原，井ノ尻，派出所前から自衛隊前までの府道筋，近鉄以東の上ノ山）

421木幡熊小路，ユニタウン，壇ノ東）五ケ庄沼田，古川，寺界道，梅林，野添，岡屋，

芝ノ巫・大林・西浦・二・三番割．府道筋新開，示阪以西の平野，京大宿舎）

522小倉町南堀池，堀池，西浦，蓮池．大和）伊勢田町Ｓ南遊田）

625宇洽半白）．小倉町（近鉄以東の小倉町全域）詣談§祓‰

ｚ，中山．＾＼ｆ＾，±＾，±＼Ｕ）

7271ＶＥ瀧？認岬1（・゛）

826広野町（1～5丁目，末広通り，円蔵院前，桐生谷，－Ｍ卑．燃Ｅニ
’神卯゛停ｉ．り国鉄踏゛ま

大久保町蛋畠昆！ヒウＹｒ．山7内．ｄｈ／山’久保’近

929五ヶ庄（新開．平野，折坂，福角，一番割．上村，岡本，日皆田，一里塚）

＾ｉｔ濡±ｔ）．Ｓ中，東中，薮里，中筋，出口一部，門ノ前，田中，荒槙，京阪三室戸住宅，先陣ヶ丘）

1128六地蔵（柿ノ木町，紺屋町を除く）木幡河原，北・中御蔵山，国鉄以西の正中）

槙島町｜上・中・下，下村，中川原，吹前，場）宇治（ｍ廟．蔭山団地，ユニチカ蔭山社宅？1

1230槙島町（東・西目川，南落合，一の坪，大曲，拾六）府営西大久保団地

137／2六地蔵（柿ノ木町，紺屋町）木幡（西中，大瀬戸，内畑，西浦．中村，南山畑，

南喘，南山，国鉄以西の東中）五ケ庄（広岡谷，府道筋以東の芝ノ軋京阪以西の酉

浦および新開）ニ

14木幡（南御蔵山，’御蔵山商店街．御園，、陣ノ内，登り，一花揃，、塚，平尾，北山畑，桧尾，北畠，

金草原，南諾の観音寺台，向陽台，桐ヶ丘，国鉄以東の正中・車中）

15尼野ＨＩ（ＨｉＩＩ5ホ鷺＜）谷，大開．小根尾，尖山）

16菟道平町，丸山，車田，出口，谷下り，森本，大垣内）宇治Ｓ紅斉，山田，又振，東内，山本，乙方，宇文字，国

鉄以南の里尻，ぉ番，妙楽，蓮華，塔の川，金井戸）白川（全域），志津Ｊｌｌ（全域）

18宇治（善法，東山，本町通り，折居道，下居，権現町，小桜，里尻，戸ノ内，若森，矢落，米坂，

池森，弐番，野神，ュ｀＝・チカ琵琶社宅）

ノ9歩晶ほ濃口詔げ京．＊央．゛・ｍｍト

2
7
水
‐

－2
8
木

－2
9
金

－3
0
土

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
！
1
5
時
）

－
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相
談

は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。
家
庭
児
童
相
談
は

月
？
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
に
宇
治
福
祉
園
内
で
。
ま
た
、
高
齢
者

職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
宇
洽
橋
通
り
分
庁
舎

内
で
職
業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

Ａ
相
談
メ
モ
▽

■
年
金
相
談
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第
二
火
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
十
二
時
ま
で
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
の
特
例
納
付
や
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
る
年
金
額
の
増
加
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
疑
問
か

あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

もえないゴミ収集

日程表

し尿収集日程表
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